
ＷＨＯからメキシコでインフルエンザ様の症状を示す比較的重い呼吸器疾患が流行している、米国においても人の間でＷＨＯからメキシコでインフルエンザ様の症状を示す比較的重い呼吸器疾患が流行している、米国においても人の間で
豚インフルエンザウィルスによるインフルエンザが発生しているという情報がありました。豚インフルエンザウィルスによるインフルエンザが発生しているという情報がありました。

このことを受けて、厚生労働省では、流行地に渡航する人への注意換気や流行地からの帰国者に対して検疫を強化しこのことを受けて、厚生労働省では、流行地に渡航する人への注意換気や流行地からの帰国者に対して検疫を強化し
ています。また、動物検疫所においても、生体の豚の輸入にあたって、必要に応じて精密検査を実施するなど、的確な対ています。また、動物検疫所においても、生体の豚の輸入にあたって、必要に応じて精密検査を実施するなど、的確な対
応をすることになりました。応をすることになりました。

豚インフルエンザとは豚インフルエンザとは

Ａ型インフルエンザウィルス（主にＨ１Ｎ１・Ｈ３Ｎ２の亜型）によって発生します。豚では一過性（５～６日程度）の発熱・Ａ型インフルエンザウィルス（主にＨ１Ｎ１・Ｈ３Ｎ２の亜型）によって発生します。豚では一過性（５～６日程度）の発熱・

咳・鼻汁がみられる病気で、通常、人には感染しません。日本では、病性鑑定をした豚を対象としたサーベイランスでは咳・鼻汁がみられる病気で、通常、人には感染しません。日本では、病性鑑定をした豚を対象としたサーベイランスでは

特段問題となるような事例は認められていません。引き続き飼養衛生管理基準を守って豚の健康管理を行って下さい。特段問題となるような事例は認められていません。引き続き飼養衛生管理基準を守って豚の健康管理を行って下さい。

メキシコ・アメリカの発生状況メキシコ・アメリカの発生状況

ＷＨＯによれば、メキシコでは人で８８２例のインフルエンザ様症例を確認、うち６２例の死亡が報告されています。ＷＨＯによれば、メキシコでは人で８８２例のインフルエンザ様症例を確認、うち６２例の死亡が報告されています。

（平成２１年４月２４日現在）（平成２１年４月２４日現在） このうち１８例についていてＨ１Ｎ１亜型インフルエンザウィルスが分離され、このうち１２例このうち１８例についていてＨ１Ｎ１亜型インフルエンザウィルスが分離され、このうち１２例

ではメキシコ・米国両国の患者から分離されたウィルスの遺伝子が一致しました。米国でも８例で人から人への感染がではメキシコ・米国両国の患者から分離されたウィルスの遺伝子が一致しました。米国でも８例で人から人への感染が

確認されています。確認されています。

豚肉は、食肉工場で衛生的に処理され、また、調理によりウィルスは死滅するので、豚肉を食べても感染豚肉は、食肉工場で衛生的に処理され、また、調理によりウィルスは死滅するので、豚肉を食べても感染

することはありません。することはありません。
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家畜の病気等に関するお問い合わせは西部家畜保健衛生所まで・・・・家畜の病気等に関するお問い合わせは西部家畜保健衛生所まで・・・・TELTEL：：05510551--2222--07710771 FAXFAX：：05510551--2222-6728

飼養豚に異常が見られたときは家畜保健衛生所に至急連絡して下さい。飼養豚に異常が見られたときは家畜保健衛生所に至急連絡して下さい。


